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わが
を
語
る

市
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち　

赤
平
市

　

赤
平
市
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
て
お
り
、
市
域
の
形
は

や
や
四
角
形
で
、
東
西
14
・
１
㎞
、
南
北

18
・
５
㎞
、
面
積
は
１
２
９
・
88
㎢
あ
り

ま
す
。
南
北
が
山
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
東
西
に
石
狩
川
水
系
の
空
知
川
が

屈
曲
し
て
平
野
部
を
流
れ
、
平
行
し
な

が
ら
東
西
に
走

る
国
道
38
号
線
・

Ｊ
Ｒ
根
室
本
線

に
沿
っ
て
、
帯

状
に
細
長
く
市

街
地
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
治
水
対

策
も
整
っ
た
こ

と
か
ら
、
比
較

的
自
然
災
害
も

少
な
く
、
緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
ま
ち

並
み
を
形
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
あ
か
び
ら
火
ま
つ

り
」は
、
毎
年
７
月
第
３
土
曜
・
日
曜
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
赤
い
ふ
ん
ど
し

を
締
め
、
た
い
ま
つ
を
持
っ
た
ラ
ン

ナ
ー
が
市
内
を
駆
け
巡
り
、
そ
の
火
が

ズ
リ
山
に「
火
文
字
」（
縦
80
ｍ
、
横

60
ｍ
）を
灯
し
、「
火
神
輿
」に
受
け
継

が
れ
る
様
子
は
、
荒
々
し
く
も
、
お
ご

そ
か
な
空
気
を
感
じ
ま
す
。

　

最
終
日
の
夜
に
は
花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
、
５
０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を

彩
り
ま
す
。

鉱
業
か
ら
田
園
工
業
都
市
へ

　

本
市
は
、
市
制
を
施
行
し
て
本
年
で

67
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
ひ

も
と
き
ま
す
と
、
安
政
４
年
に
北
海
道

の
名
付
け
親
と
し
て
知
ら
れ
る
松
浦
武

四
郎
に
よ
り
露
頭
炭
層
が
発
見
さ
れ
、

大
正
２
年
に
鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
大
正
７
年
に
最
初
の
炭
鉱
が

開
鉱
し「
石
炭
の
ま
ち
」
の
歴
史
が
始

ま
り
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
22
カ
所
の

炭
鉱
が
あ
り
、
昭
和
35
年
に
は
人
口
も

５
万
９
０
０
０
人
を
数
え
、
産
出
さ
れ

る
石
炭
に
よ
り
、
同
年
の
旧
国
鉄
根
室

本
線
赤
平
駅
の
貨
物
取
扱
量
が
、
大
阪

の
梅
田
駅
を
抜
き
全
国
一
に
輝
い
た
こ

と
も
あ
り
、
希
望
と
活
気
に
満
ち
た
時

代
を
築
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
原
油
の
輸
入
自

由
化
、
外
国
炭
の
進
出
な
ど
急
速
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
嵐
に
見
舞
わ
れ
た
中

で
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
、
国
の
石

炭
政
策
に
よ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
方
式
で
の
炭
鉱
の
合
理
化
や
閉

山
が
進
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
影
響
を

大
き
く
受
け
、
石
炭
産
業
の
衰
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
結
果
、

平
成
６
年
２
月
に
本
市
最
後
の
一
山
が

閉
山
し
、
赤
平
に
お
け
る「
石
炭
の
歴

史
」
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

石
炭
産
業
が
斜
陽
化
を
迎
え
る
中
、

昭
和
40
年
代
か
ら
企
業
誘
致
に
力
を
注

ぎ
、
道
内
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す

が
、
道
外
か
ら
も
優
良
企
業
に
進
出
し

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
企
業
が
操
業
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

赤
平
に
開
拓
の
鍬く
わ

が
下
ろ
さ
れ
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
１
３
０
年
。
農
業
で
始
ま

「�
ひ
と
・
自
然
・
産
業
が
輝
く
　
協
働
と�

共
創
の
ま
ち
　
赤
平
」を
目
指
し
て

赤あ
か
び
ら平
市（
北
海
道
）�

 

赤
平
市
長
　
畠は

た
け
や
ま山

　
渉わ

た
る

1

「炭都の火を消してはいけない」という若者たちの思いから生
まれた夏の一大イベント「あかびら火まつり」

エルム山の麓に広がる雄大な自然と、充実した設備が人気のオートキャンプ場
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り
、
鉱
業
都
市
か
ら
工
業
都
市
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

優
良
企
業
が
集
ま
る 

も
の
づ
く
り
の
ま
ち

　

市
内
に
は
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
や
革
製

品
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙

製
品
、
冷
凍
食
品
や
水
産
加
工
品
、
衣

料
品
、
精
密
機
械
部
品
や
工
業
用
電
磁

石
、
単
板
や
建
築
部
材
、
花
卉
栽
培
な

ど
、
多
種
多
様
な
製
品
を
製
造
す
る
企

業
が
多
く
、
い
ず
れ
も
高
い
信
頼
と
確

か
な
技
術
を
基
に
生
産
さ
れ
て
お
り
、

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
企
業

が
作
る
製
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各

地
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
飛
躍
を
求
め
、
意
欲
的
で

前
向
き
な
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
新
製
品
の
開
発
や
既
存
製
品
の

改
良
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ア
レ
ン
ジ
産
業
振
興
事
業
補
助

金
」
を
創
設
し
、
企
業
支
援
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
１
万
人
に
満
た
な
い
小
さ
な
ま

ち
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
多
く
の

企
業
が
集
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
着
実

な
歩
み
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
し
か
す
る
と
皆
さ
ま
の
身
近
に
あ
る

名
の
知
れ
た
商
品
は
、
実
は「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ 

赤
平
」か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
遺
産
に
認
定 

「
北
の
産
業
革
命
〜
炭
鉄
港
〜
」

　

明
治
初
期
に
命
名
さ
れ
、
急
成
長
を

遂
げ
た
広
大
無
辺
の
大
地「
北
海
道
」。

　

そ
の
美
し
く
も
厳
し
い
自
然
の
中
で

「
石
炭
・
鉄
鋼
・
港
湾
」と
、
そ
れ
を
つ
な

ぐ
鉄
道
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、

北
の
産
業
革
命「
炭
鉄
港
」は
、
人
び
と

に
富
と
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
炭
鉄
港
ス
ト
ー
リ
ー
の
核
と
な

る
石
炭
で
は
、「
旧
住
友
赤
平
炭
鉱
立た
て

坑こ
う
や
ぐ
ら

櫓
」（
高
さ
43
・
８
ｍ
）「
北
炭
赤
間
炭

鉱
ズ
リ
山
」（
高
さ
２
９
７
ｍ
）
な
ど
、

こ
こ
に
は
見
る
者
を
圧
倒
す
る
本
物
の

産
業
風
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の「
す
で
に
お
き
た
未
来
」

の
物
語
は
、
ま
る
で
社
会
の
縮
図
を
ほ

う
ふ
つ
と
さ
せ
、
悲
壮
な
感
慨
が
胸
に

湧
き
あ
ふ
れ
る
の
を
覚
え
さ
せ
ま
す
。

７７７段　日本一のズリ山階段

かつて「東洋一」とうたわれた旧住友赤平炭鉱立坑櫓。まちのシンボル的建造物

赤平市長

畠山　渉

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

札幌市

赤平市

◆�

面
積　
　

１
２
９
．
８
８
㎢

◆�

人
口　
　

９
５
７
０
人

◆�

世
帯
数　

５
６
９
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
市
民
の
力
で　

地
域
の
個

性
や
魅
力
を
創
り
出
す　

コ
ン
パ
ク
ト
な
都

市
づ
く
り

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
緑
豊
か
な
イ
ル
ム
ケ
ッ
プ
山
、
中
央

を
一
級
河
川
の
空
知
川
が
流
れ
る
自
然
豊
か

な
ま
ち

〔
特
産
品
〕
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
革
製
品
、
木

製
製
品
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
塊か

い
た
ん
あ
め

炭
飴
、
テ
ィ

シ
ュ
ー
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

〔
観
光
〕
エ
ル
ム
高
原
家
族
旅
行
村
、
日
本

一
の
ズ
リ
山
階
段
、
炭
鉱
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
あ
か
び
ら
火
ま
つ
り
、
ら
ん

フ
ェ
ス
タ
赤
平
、
赤
平
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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わが
を
語
る

市
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
ま
ち　

も
り
や

　

守
谷
市
は
、
茨
城
県
の
南
西
端
、
東

京
都
心
か
ら
40
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
ま

ち
の
周
囲
を
利
根
川
・
鬼
怒
川
・
小
貝
川

に
囲
ま
れ
た
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
で
す
。
平
成
17
年
の
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
業
に
よ
り
、
秋
葉
原
駅
ま

で
最
短
で
32
分
で
結

ば
れ
た
こ
と
で
利
便

性
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
茨
城
県
の
玄
関

口
と
し
て
発
展
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は「
守
谷

市
観
光
協
会
」
が
主

体
と
な
り
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業

な
ど
の
協
力
を
得

て
、
市
と
協
働
で
整

備
さ
れ
た
総
延
長
４
㎞
の「
守
谷
野
鳥

の
み
ち
」
が
あ
り
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
野
鳥
観
察
路
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
に
は「
守
谷
野
鳥

の
み
ち
」で
の「M

orinfo

エ
コ
ハ
イ
ク

ラ
リ
ー
」や
、市
庁
舎
な
ど
に
設
置
し
た

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
育
て
た
ホ
ッ
プ

の
実
を
使
用
し
た
地
ビ
ー
ル「M

O
RIY

A
 

GREEN
 BEER

」の
製
造
な
ど
、
豊
か

な
自
然
の
恵
み
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
へ
の
取
り
組
み
が
、
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム（
国
土
交
通
省
主
管
）
が
主
催
す
る

「
第
１
回
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
大
賞
」

に
お
い
て
、
応
募
の
あ
っ
た
全
１
１
７

件
の
中
か
ら「
生
活
空
間
部
門
」
で
国

土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
推
進
と

市
制
施
行
20
周
年

　

市
内
に
あ
る
八
坂
神
社
の
夏
の
例
大

祭
は「
八
坂
神
社
祇
園
祭
」
と
し
て
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。
の
ぼ
り
が
多
く
立
て

ら
れ
る
こ
と
か
ら「
幟の
ぼ
り
祭
」
と
も
呼
ば

れ
、
平
成
27
年
に
は
本
市
で
は
初
の

「
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
も
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
が
一
つ

に
な
り
、
脈
々
と
伝
統
が
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
力
を
高
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
市
で
は
地

域
の
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ま
で
考
え
運

営
し
て
い
た
だ
く「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
を
推
進
し
て
お
り
、
伝
統
文
化
の

継
承
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
地
域
の
つ
な

が
り
や
力
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
令
和
４
年
２
月
２

日
に
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

20
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
施
行
以

来
の
ま
ち
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
未
来

に
向
け
て
飛
躍
す
る
新
た
な
出
発
点
と

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
お
祝
い

全
国
に
誇
れ
る「
住
み
よ
い
ま
ち
守
谷
」を

目
指
し
て

守も

り

や谷
市（
茨
城
県
）�

 

守
谷
市
長
　
松ま

つ
ま
る丸

修の
ぶ
ひ
さ久

2

都心から40㎞圏内とは思えない景色が広がる「守谷野鳥のみち」

緑と共生する取り組みが高い評
価を受けたグリーンインフラ大賞

市制施行20周年記念PRのため、中学生と制作したラッピング公用車

地域の方々の手により立てられ
た勇壮な大幟
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す
る
と
と
も
に
、
市
内
外
に
広
く
周
知

す
る
た
め
、
各
種
記
念
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
節
目

の
年
を
多
く
の
皆
さ
ま
と
祝
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
守
谷
は
、
未
来
に
お

せ
っ
か
い
で
す
。」
を
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
20
周

年
の
到
来
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

フ
ォ
ー
プ
ラ
ス
ワ
ン
の 

「
も
り
や
ビ
ジ
ョ
ン
」の 

ま
ち
づ
く
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
世
界
経
済
に
お
い
て
は
世
界

恐
慌
以
来
の
経
済
的
な
危
機
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
本
市
も
過
去
に
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
厳
し
い
市
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
哲
学
者
で
あ
る
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ

ト
ゥ
ー
ル
は「
す
べ
て
が
止
ま
っ
た
の

な
ら
、
す
べ
て
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
未
曽
有

の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
既
成
概
念
や
前

例
主
義
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、「
市

民
の
皆
さ
ま
は
何
を
望
ん
で
い
る
の

か
」「
何
が
必
要
な
の
か
」を
原
点
に
立

ち
返
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
学
校
教
育

と
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る「
わ
く

わ
く
子
育
て
王
国
も
り
や
」、
健
康
で

生
き
が
い
を
持
つ
シ
ニ
ア
の
増
加
を
目

指
す「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
王
国
も
り

や
」、
支
え
合
い
の
絆
が
育
ま
れ
る
地

域
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す「
地
域
主

導
・
住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
」の
三

つ
を
重
点
政
策
に
掲
げ
、
こ
れ
ら
に
直

結
す
る
施
策
を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や
業
務
効
率
化

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指

す「
ス
マ
ー
ト
デ
ジ
タ
ル
王
国
も
り
や
」

を
加
え
た
四
つ
の
柱
に
、
財
源
の
創
出

や
豊
か
な
資
源
の
保
全
、
災
害
に
強
い

ま
ち
な
ど「
王
国
も
り
や
の
未
来
創
り
」

を
加
え
た
、
フ
ォ
ー
プ
ラ
ス
ワ
ン
の

「
も
り
や
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
、

未
来
計
画
の
策
定

　

本
年
度
は「
第
三
次
守
谷
市
総
合
計

画
」
の
策
定
年
度
に
当
た
り
ま
す
。
本

計
画
の
策
定
を
進
め
る
に
当
た
り
、

２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連
性

を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
や

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
か
つ
国
家
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
が
、

本
計
画
に
お
い
て
市
が
目
指
す
方
向
性

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
目
標
は
合
致

し
て
お
り
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
相
乗
的
な
効
果

を
発
揮
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
へ
の
推
進
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可

能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
本
市
の
未
来
計
画
と
し

て
策
定
を
進
め
、
全
国
に
誇
れ
る「
住

み
よ
い
ま
ち
守
谷
」を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

守りたい人がいる。

守りたい未来がある。

守谷は、とことん世話好きです。

守谷は、未来におせっかいです。

シティプロモーション用に子どもたちと制作した
「守谷イメージ画」

◆�

面
積　
　

35
・
71
㎢

◆�

人
口　
　

６
万
９
５
７
３
人

◆�

世
帯
数　

２
万
８
８
６
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
緑
き
ら
め
き 

人
が
輝
く 

絆
つ
な
ぐ
ま
ち 

も
り
や

〔
ま
ち
の
特
徴
〕「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を

中
心
に
、
支
え
合
い
の
絆
が
育
ま
れ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
イ
チ
ゴ
、乳
製
品
、そ
ば
、み
そ
、

ビ
ー
ル

〔
観
光
〕
守
谷
野
鳥
の
み
ち
、
守
谷
城
址
公

園
、
四
季
の
里
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
守
谷
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
Ｍ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
、
八
坂
神
社
祇
園
祭
、
守

谷
市
商
工
ま
つ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

守谷市長

松丸修久

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

水戸市

守谷市
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わが
を
語
る

市
緑
の
山
と
青
い
海
に
包
ま
れ
た

コ
ン
パ
ク
ト
で
利
便
性
の
高
い

国
際
文
化
住
宅
都
市

　

芦
屋
市
は
、
大
阪
と
神
戸
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
東
西
約
２
・
５
㎞
、
南
北

約
９
・
６
㎞
と
南
北
に
細
長
い
ま
ち
で

す
。
北
は
六
甲
山
、
南
は
大
阪
湾
に
面

し
、
気
候
温
和
な
自
然
環
境
と
交
通
の

利
便
性
に
恵
ま

れ
、
特
別
法
で
あ

る「
芦
屋
国
際
文

化
住
宅
都
市
建
設

法
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
に

国
際
文
化
住
宅
都

市
と
し
て
発
展

し
、
令
和
２
年
11

月
10
日
に
市
制
施

行
80
周
年
を
迎
え

た
ま
ち
で
す
。

安
心
・
安
全
で
良
好
な
住
宅
地 

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る 

ま
ち
づ
く
り

　

本
市
は
、「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」と

呼
ば
れ
る
独
自
の
地
域
文
化
が
開
花

し
、
文
豪
谷
崎
潤
一
郎
の『
細
雪
』
で

は
芦
屋
も
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
当
時

の
暮
ら
し
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
建
築

物
と
し
て
は
、
近
代
建
築
の
巨
匠
フ
ラ

ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
設
計
し
た
ヨ

ド
コ
ウ
迎
賓
館
を
は
じ
め
、
歴
史
文
化

遺
産
が
数
々
あ
り
、
本
市
の
良
好
な
景

観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
芦
屋
の
美
し
い

景
観
を
守
り
、
育
て
る
取
組

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、「
景

観
地
区
」
の
認
定
制
度
に
よ

り
良
好
な
景
観
の
創
出
と
維

持
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
26
年
４
月
に
景
観

法
に
基
づ
く
景
観
行
政
団
体
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
屋
外
広
告
物
条
例
を
整
備

し
、
全
て
の
屋
外
広
告
物
に
ア
ド
バ

ル
ー
ン
や
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
禁
止
す
る

な
ど
の
共
通
基
準
を
適
用
し
、
周
囲
の

景
観
と
調
和
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
電
柱
・
電
線
の
な
い
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
無
電
柱
化
の
推
進

に
よ
り
都
市
景
観
の
向
上
を
進
め
る
と

と
も
に
、
令
和
元
年
10
月
に
は
住
環
境

を
よ
り
一
層
魅
力
的
な
も
の
と
す
る
た

め
、
美
し
い
ま
ち
な
み
を
形
成
す
る
上

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
街
路
樹
な
ど

に
つ
い
て
、
街
路
樹
課
を
新
設
し
、
よ

り
き
め
細
や
か
で
一
体
的
な
管
理
を
行

い
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
さ
ら

に
高
め
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
の
場
合
、
年
々
、
出
生
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
共
働
き
世
帯
が
増

加
し
、
就
学
前
教
育
・
保
育
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
待
機
児
童
な

ど
の
諸
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら「
市
立

幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
」を
公
表

し
、
施
設
の
再
編
整
備
や
民
間
活
力
を

導
入
し
、
受
け
入
れ
可
能
な
保
育
児
童

数
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
で
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
は
、
病
気
や
け

が
に
よ
り
他
の
児
童
と
の
集
団
生
活
が

困
難
な
場
合
、
お
子
さ
ま
を
一
時
的
に

お
預
か
り
す
る
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
を
伴
う
こ
ど
も
園
や
、
子
育
て
中
の

親
子
が
集
う
空
間
で
、
子
育
て
の
輪
を

広
げ
る
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
を
含
む

こ
ど
も
園
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
層
の
教

人
が
つ
な
が
り
　
誰
も
が
輝
く

笑
顔
あ
ふ
れ
る
住
宅
都
市

芦あ

し

や屋
市（
兵
庫
県
）�

 

芦
屋
市
長
　
い
と
う 

ま
い

3

美しい景観の一つであるヨドコウ迎賓館

芦屋川景観
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育
・
保
育
の
質
の
向
上
と
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
に
向
け
た 

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

行
財
政
改
革
の
推
進

　

令
和
３
年
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
次

総
合
計
画
お
よ
び
第
２
期
創
生
総
合
戦

略
で
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

提
案
さ
れ
た
「A

SH
IY

A
 SM

IL
E

 
B

A
SE

」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

「
人
が
つ
な
が
り　

誰
も
が
輝
く　

笑

顔
あ
ふ
れ
る
住
宅
都
市
」を
本
市
の
今

後
10
年
間
で
目
指
す
べ
き
将
来
像
に
掲

げ
、
将
来
の
世
代
に
わ
た
り
、
人
々
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
誇
り
を
持
て
る
ま

ち
、
さ
ら
に
は
多
く
の
人
に
憧
れ
と
夢

を
持
っ
て
選
ば
れ
る「
住
み
続
け
た
い

ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
芦
屋
」
を

目
指
し
、
次
の
１
０
０
周
年
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
で
は
、
公
共
施
設
の
最

適
化
構
想
を
進
め
、
将
来
世
代
へ
負
担

を
持
ち
越
さ
な
い
施
設
保
有
量
と
な
る

よ
う
、
公
共
施
設
の
総
量
縮
減
と
機
能

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
活
躍
す
る
職
員
を
育
成

し
、
業
務
変
革
へ
の
着
手
や
市
民
、
民

間
企
業
な
ど
と
の
協
働
・
連
携
に
も
戦

略
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
人
が
心
地
よ
く 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
整
備
を

は
じ
め
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
体

制
づ
く
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労

支
援
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
展
示
事
業
や
平
和
記
録

集
の
発
行
な
ど
、
市
民
の
平
和
意
識
の

醸
成
を
図
る
事
業
に
加
え
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

（
性
的
少
数
者
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
課
題
に
つ
い
て
、
講
演
会
な
ど
を
通

じ
て
啓
発
を
行
い
、
多
様
性
と
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
は
、
女
性

の
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
包
括
的
に
支

援
す
る「
女
性
が
輝
く
ま
ち
芦
屋
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
事
業
で
は
、
多
言
語
や

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
用
い
て
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
向
け

の
防
災
訓
練
や
災
害
時
外
国
人
支
援
講

座
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
方
と
の
交

流
や
講
演
会
な
ど
に
よ
り
、
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の

有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
合
い
、
誰
も
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
自
分
に
合
っ
た
役
割
を

担
い
、
お
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昭和25年国際文化住宅都市建設法

芦屋サマーカーニバルの花火

◆�

面
積　
　

18
・
57
㎢

◆�

人
口　
　

９
万
５
６
１
６
人

◆�

世
帯
数　

４
万
５
０
８
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
が
つ
な
が
り　

誰
も
が

輝
く　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
住
宅
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
北
は
六
甲
の
山
並
み
南
は

大
阪
湾
に
面
し
、
気
候
温
和
な
自
然
環
境
と

便
利
な
交
通
環
境
な
ど
生
活
条
件
に
恵
ま
れ

た
、
日
本
屈
指
の
「
国
際
文
化
住
宅
都
市
」

〔
文
化
財
〕
旧
山
邑
家
住
宅
（
ヨ
ド
コ
ウ
迎

賓
館
）、
芦
屋
会え

げ
の
や
ま

下
山
弥
生
時
代
住
居
跡
、

徳
川
大
坂
城
毛
利
家
採
石
場
出
土
刻
印
石
、

阿あ
ぼ
て
ん
じ
ん
じ
ゃ
ち
か
ら
い
し

保
天
神
社
力
石
、
旧
芦
屋
市
営
宮
塚
町
住

宅
、
芦
屋
川
の
文
化
的
景
観
、
芦
屋
川
水
車

絵
図

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
、
芦
屋

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
、
あ
し
や
秋
ま
つ
り
、

あ
し
や
山
ま
つ
り

芦屋市長

いとう まい

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

芦屋市

神戸市
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わが
を
語
る

市
豊
か
な
自
然
と
数
多
く
の 

文
化
財
が
残
る
歴
史
情
緒 

あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

徳
島
県
美
馬
市
は
、
平
成
17
年
３
月

に
旧
美
馬
郡
内
の
脇
町
、
美
馬
町
、

穴あ
な
ぶ
き吹

町
、
木こ

や
だ
い
ら

屋
平
村
の
３
町
１
村
が
合

併
し
て
で
き
た
ま
ち
で
す
。

　

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

「
剣
山
」、
日
本
一
の
水
質
を
誇
る「
穴

吹
川
」、
市
の
中
央
部
を
流
れ
る
日
本

三
大
暴
れ
川
の
一
つ
で
あ
る「
吉
野

川
」、
そ
の「
吉
野
川
」の
水
運
に
恵
ま

れ
、
藍
の
集
積
地
と
し
て
栄
え
た
脇
町

は
、
商
家
の
富
や
成
功
を
物
語
る「
う

だ
つ
」
や
、
虫
籠
窓
を
備
え
た
江
戸
中

期
か
ら
昭
和
初
期
の
建
物
が
今
も
多
く

残
り
、
昭
和
63
年
に
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
、
平
成
19
年
に

は「
美
し
い
日
本
の
歴
史
風
土
１
０
０

選
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
に
は
、
県
西
部
で

４
０
０
年
以
上
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す

「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」

が
、
中
四
国
で
初
め
て
の
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

令
和
元
年
に
は
、
本
市
を
含
む
吉
野
川

流
域
９
市
町
の
阿
波
藍
の
伝
統
文
化

が
、
文
化
庁
の
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
国
内
で
唯
一
、
古
代
か
ら

天
皇
即
位
の
大だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
に
神
御
衣
と
な

る
、
麁あ
ら
た
え服
と
い
う
麻
織
物
を
調
進
し
て

き
ま
し
た
。
令
和
の
大
嘗
祭
の
際
に

も
、
本
市
で
栽
培
さ
れ
た
麻
を
、
市
民

が
協
力
し
、
古
来
よ
り
の
慣
習
と
伝
統

に
の
っ
と
っ
て
、
麻
の
反
物
と
し
て
調

製
し
、
麁
服
調
進
を
実
現
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
情
緒
豊
か
な
一

面
を
持
ち
合
わ
せ
る
、
清
ら
か
な
水
と

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
美
し

い
ま
ち
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
ク
ラ
ブ
と

連
携
し
た
健
康
づ
く
り
事
業

　

日
本
初
と
な
る
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ

ク
ラ
ブ
の
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
と
連
携

し
た
健
康
づ
く
り
事
業「
美
馬
市
版

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
削

減
が
期
待
で
き
る
民
間
資
金
を
活
用
し

た「
成
果
連
動
型
」の
委
託
契
約
方
式
を

採
用
し
、
姿
勢
の
悪
さ
や
慢
性
的
な
痛

み（
肩
痛
・
腰
痛
）を
、
運
動
機
能
を
改

「
美
し
く
駆
け
る
　
活
躍
都
市
　
美
馬
」

〜
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜

美み

ま馬
市（
徳
島
県
）�

 

美
馬
市
長
　
藤ふ

じ

た田
元も

と
は
る治
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善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
痛
み
の
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
運
動
習
慣
の
定
着
を

図
る
こ
と
で
、将
来
的
な
医
療
費
・
介
護

給
付
費
の
削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
を
通
じ

て
、
楽
し
く
積
極
的
に
運
動
と
栄
養
に

関
わ
る
こ
と
で
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基

礎
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
徳
島
ヴ
ォ

ル
テ
ィ
ス
、
大
塚
製
薬
に
協
力
を
い
た

だ
き
、
健
康
の
３
原
則「
運
動（
遊
び
）」

「
栄
養
」「
休
養
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

や
、
集
団
遊
び
な
ど
を
通
じ
た
社
会
適

応
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
内

の
認
定
こ
ど
も
園
の
５
歳
児
を
対
象

に
、「
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス　

元
気
っ
ず　

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
が
加
盟
し
て
い
る
Ｓ

Ｗ
Ｃ（sm

art w
ellness com

m
unity

）

協
議
会
で
行
っ
て
い
る
健
幸
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
認
定
制
度
を
活
用

し
、
健
幸
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
健
康
情

報
を「
心
に
届
く
情
報
」

と
し
て
伝
え
、
健
康
づ

く
り
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
誰
も
が
健
康
で
活
躍

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り　

職
員
全
員
の
防
災
士
取
得

　

豪
雨
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
有
す
る
防
災
対

策
監
を
設
置
し
、
図
上
訓
練
や
避
難
所

開
設
訓
練
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

職
員
の
防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
べ

く
、
職
員
全
員
の
防
災
士
取
得
を
目
指

し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
末
で
私
を
含

め
91
人
が
取
得
い
た
し
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
加
え
、

新
た
に
市
内
企
業
で
の
防
災
士
養
成
支

援
に
取
り
組
み
、
地
域
全
体
の
防
災
意

識
向
上
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
役
所
の
危
機
管
理
機
能

強
化
を
目
指
し
、
市
役
所
駐
車
場
を
災

害
時
は
屋
外
防
災
活
動
拠
点
と
な
る

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」な
施
設
と
し
て
、
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て

　

生
涯
に
わ
た
り
、
喜
び
や
生
き
が
い

を
持
っ
て
、
美
し
く
、
健
康
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
を
見
据
え
、
高
齢

化
を
全
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
高
齢
者
の
社
会
参
画
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
は
、総
務
省
の「
地

域
活
性
化
起
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
活
用
し
、
株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研

究
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た
地
域
活
性
化
起

業
人
と
と
も
に
、「
美
と
健
康
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」を

美
し
く
、
健
康
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

掲
げ
て
い
る「
美
来
創
生
の
ま
ち
美
馬

市
〜
一
歩
先
の
確
か
な
未
来
へ
〜
」、

力
強
く
歩
み
を
進
め
る
と
同
時
に
、

「
美
馬
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
美
馬

市
に
住
み
続
け
た
い
」と
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

うだつの町並み

美馬市長

藤田元治

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

徳島市

美馬市

◆�

面
積　
　

３
６
７
・
14
㎢

◆�

人
口　
　

２
万
８
１
５
５
人

◆�

世
帯
数　

１
万
２
６
５
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
美
し
く
駆
け
る 

活
躍
都
市 

美
馬　

〜
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
め
ざ
し

て
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
日
本
一
の
清
流
穴
吹
川
、

剣
山
山
系
の
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
、
歴
史

情
緒
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
３
月
１
日
、
脇

町
、
美
馬
町
、
穴
吹
町
、
木
屋
平
村
が
合
併
、

美
馬
市
と
な
る

〔
特
産
品
〕
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
、

ぶ
ど
う
、和
傘
、ゆ
ず
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、は
っ

さ
く
、
し
い
た
け
、
竹
製
品

〔
観
光
〕
う
だ
つ
の
町
並
み
、脇
町
劇
場
（
オ

デ
オ
ン
座
）、
寺
町
、
穴
吹
川
、
剣
山
、
中

尾
山
高
原

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
華
道
展
「
う
だ
つ
を
い
け
る
」、

う
だ
つ
の
ま
ち
の
阿
波
お
ど
り
、
デ
・
レ
イ

ケ
公
園
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
、
寺
町
花

し
ょ
う
ぶ
祭
り
、
美
馬
市
花
火
大
会


